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関
係
者
の
手
で
奉
納
さ
れ
る
大
マ
グ
ロ
。
地
中
海
産
で
体
長
が
２

・
５
腐
、
重
量
は
２
５
０

ロ
キ
。

刺
身
に
す
る
と
約
１
３
０
０
人
分
に
な
る
と
い
う

西
宮
神
社

（
西
宮
市
社

家
町
）
は
Ю
日
が
本
え
び

す
。
商
売
繁
盛
を
祈
願
す

る
参
拝
者
で
境
内
は
に
ぎ

わ
う
。
十

日

え

び

す

と

言

え

ば
、
Ю
日
早
朝
に
行
わ
れ

る

「福
男
選
び
」
が
話
題

に
な
る
。
食
い
し
ん
坊
の

筆
者
と
し
て
は
、
拝
殿
に

奉
納
さ
れ
た
大
マ
グ

ロ
が

終
了
後
ど
う
な
る
か
も
気

に
な

っ
て
い
た
。

「招
福
大
ま
ぐ
ろ
」
奉

納
は
神
戸
市
東
部
中
央
卸

売
市
場
が
１
９
６
９

（
昭

和
４４
）
年
に
開
設
さ
れ
た

の
を
記
念
し
て
、
翌
年
か

ら
商
売
繁
盛
と
大
漁
を
願

っ
て
始
ま

っ
た
。
雌
雄
２

尾
の
大
タ
イ
と
本
マ
グ

ロ

の
奉
納
を
続
け
て
い
る
。

① _惚 場富駅

」冒
凧趙

Ｏ
ν
召
Ｓ

タ

イ

は
本

殿

に
供

え

ら

れ
、
ま
ぐ
ろ
は
大
き
い
た

め
拝
殿
に
置
か
れ
る
。

参
拝
者
の
手
が
届
く
場

所
に
あ
る
の
で
、
マ
グ

ロ

の
頭
や
背
中
に
さ
い
銭
を

貼
り
付
け
て
、
願
を
掛
け

る
の
が
新
し
い
名
物
だ
。

冷
凍
さ
れ
た
大

マ
グ

ロ

は
８
日
の
朝
、
同
市
場
か

ら
ト
ラ

ッ
ク
で
運
ば
れ
奉

納
式
が
行
わ
れ
た
。
冬
場

と
は
い
え
、
８
日
か
ら
Ｈ

日
ま
で
４
日
間
も
屋
外
に

置
か
れ
て
い
る
の
で
腐
る

の
で
は
な
い
か
と
心
配
し

て
い
た
。

同
神
社
に
間
く
と

「お

刺
し
身
で
食
べ
ら
れ
ま
す

よ
」
。
大

マ
グ

ロ
は
１２
日

朝
に
同
市
場
に
持
ち
帰
ら

れ
、
解
体
し
刺
し
身
に
し

て
再
び
神
社
に
届
け
ら
れ

る
。
マ
グ

ロ
の
行
方
だ
が
、

約
１
０
０
個
に
分
け
ら
れ

て
、
氏
子
や
警
備
関
係
者

に
配
ら
れ
る
と
い
う
。

阪
神
電
車

。
西
宮
駅
下

車
、
徒
歩
５
分
。
西
宮
神

社
　
０
７
９
８

・
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・
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２
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